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あ　と　が　き
　今年はいわゆる高級官僚の倫理感に関する報道が世を
騒がしている．関西医科大学理事長　塚原　勇先生より
頂いた巻頭言「倫理の教育」の中でも記されているよう
に，国民の社会人としての倫理感は子供の頃から時間を
かけてゆっくりと身につくものであるようである．初等
中等時の受験を目的とした教育の中で倫理感の欠如はあ
る意味では自然の成り行きであるかもしれない．社会の
中で活躍することを義務ずけられたエリート達はその重
責から解放される為に他に対してはエリートでないと主
張する人もいる．しかし，自分が否定しようが社会の中
での影響力は揺るがすことの出来ない事実であることを
先ず自ら確認する必要があろう．医師はまさにエリート
である．ために，医学教育のなかで「医の倫理」の重要
性が強調され，本大学でも新カリキュラムに「人間を考
える」という科目が導入された．現代では幼児・少年期
に培われる人間としての基本的倫理を十分に獲得せずし
て，専門的倫理感を充足できないという考え方もある．
評価（結果）にのみ執着する現代学生気質（教師の反省
がもっとも要求される問題）の中で，本大学の新カリキ
ュラムでいわゆるエリートにおける倫理感を養うことが
出来るであろうか．「医の倫理」は専門としての科学の
厳しさを実感し，総体としての人間のやさしさや生命の
神秘性に感動しうる感覚を培い維持することのように思
われますが，如何でしょうか．　　　（白間　一彦記）
幹事会（要旨）（平成8年9月）
1．第138回医学会総会（シンポジウム）の進行状況につ
　いて報告があった．解説講演：2題，口演＝7題（当
　番教室：生理学第一講座，外科学第一講座）
2．編集状況の報告ならびに編集について討議した．
3．臨床懇話会の報告があった．
　　開催予定
　　　第264回　10月31日　内科学第四
　　　第265回11月26日臨床病理学
4．「フロッピーディスクによる論文入力の留意事項
　（案）」が提案され，一部修正を加え承認された．
5．第55巻1号～第55巻6号までの巻頭言執筆者は，
　学会・実業界のなかから有名でかっ巻頭言にふさわ
　しい人物を幹事会委員に推薦してもらうこととした．
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